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１．事業の状況 （1）受注高 （連結ﾍﾞｰｽ）

（単位：億円）

2005 2006 2007 20082008 2010201020092009 20122012

5158
4690

55735573
52785278

42004200

55330000
6000(挑戦目標)

・ドバイ向 ＬＲＴ①

・サウジ向 メタノール

・ドバイ向 ＬＲＴ②

・ブルネイ向 メタノール

・シンガポール向 ポリエチレン

・ポーランド向 ＰＴＡ

・アルジェリア向 肥料

・ブラジル向 製鉄機械

化学（肥料、CO2回収装置）

製鉄機械（中国・ｲﾝﾄﾞ）などを

中心に上積み
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5500(挑戦目標)
5000

260
300

（単位：億円）

5378
4690 47254725

54225422
50005000

23 29

113113

316316
260260

売上高

営業利益

２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１２

事業構造改革

（⇒急激な市場縮小）★リーマンショック

緊急対策

（改善努力中）

（2）売上高・営業利益 （連結ﾍﾞｰｽ）１．事業の状況

上 積 努 力
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2008年度（実績） 2009年度（チャレンジ09）

受注高

売上高

営業利益

5278
4200

5422 5000

316
260

・アルジェリア/ＡＯＦＣ向け

肥料プラント

・ブラジル/ウジミナス向け

製鉄（熱延）プラント

・交通システム

（ドバイ/ＬＲＴ）

・化学プラント

（ブルネイ/メタノール他）

・製鉄機械

（インド＆台湾/熱延他）

・下半期に化学プラント

及び製鉄機械等の

受注上積み期待

（売上高確定率 約80％）

・上積み努力

⇒ ＡＳ・小物工事

・2006年以降の受注入口

管理強化・工事管理強化

による採算改善

・グループ会社の利益増

次ページ参照

億円

億円

億円

億円

億円

億円

２．２００８年度実績と２００９年度見通し （連結ﾍﾞｰｽ）
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損益改善

09年度

（見通し）

・手持ち工事の管理徹底

・標準化・共通化革新 （ＭＤプロジェクト）

・製品信頼性革新 （品質管理体制の全体強化）

・サプライチェーン革新 （共通購買・海外協業先強化）

・全般的経費削減運動

売上・受注の確保

■2009年度の売上高上積み

・アフターサービス（予備品他）

・短期小物工事（改造）

■2010年度以降の売上高確保

：当面需要のある分野に注力

・財政政策によるインフラ投資

・新興国の工業基盤への投資

・食料確保（人口増加・経済発展）

：競争力（コスト、営業、サービス）強化

為替影響 売上影響

△プラス要素
チャレンジ０９

316億円

（営業利益）

260億円 上積み努力

USD:@¥103⇒¥95
EUR:@¥145⇒¥125

売上高

5422億円

⇒5000億円

08年度

▼主なマイナス要素
・売上/利益

の上積み

・改善活動

の加速

３．２００９年度緊急対策
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４．中長期戦略 （1）事業の領域と形態

（注）　（）＝世界シェア、（N)＝次世代製品

製鉄機械 コンプレッサ その他

EPC 製造（+EPC) 製造 製造 製造他

鉄構他交通・先端機器環境・化学ﾌﾟﾗﾝﾄ

　
エネルギー

（燃料）

環境保全

機械

EPC・機器車両製造・O&M

　
社会

インフラ
・

福祉他

工業
・

流通

EOR

運搬機

ITS

冷間圧延機 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ

CO2回収（ＣＣＳ）

電気集塵機

ｺﾞﾑﾀｲﾔ機械

有機EL（N)

自動車用ｻｰﾎﾞﾓｰﾀ

排脱ﾌﾟﾗﾝﾄ
HSST

橋梁

超低床LRV

高速鉄道

医療機器（N)

加速器

代替燃料

排脱プラント

（2～3位）

（2～3位）

冷延（1位）
熱延（2位）

（シンガポール/自動課金） 全体（5位～6位）

（2～3位）

連鋳・熱延
一体型プラント

メタノールﾌﾟﾗﾝﾄ

めっき（4～5位）

めっき設備

EOR

CCS

ＣＯ2

火力発電

ＣＯ2ｺﾝﾌﾟﾚｻ

エネルギー（燃料）・環境分野への注力

事業

領域

エチレン（1～2位）

橋梁

立体駐車場

煙突

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ

CO2コンプレッサ

パイプライン
コンプレッサ

全体（5位～6位）

酸洗（2～3位）

連続酸洗設備

加硫機（1位）

ＡＰＭ

肥料ﾌﾟﾗﾝﾄ

廃棄物処理装置
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２０１０２００９２００８２００７２００６２００５

受注入口管理 及び 工事管理強化

最適事業運営体制の構築

損益悪化工事（件数及び幅）のﾐﾆﾏｲｽﾞ 管理のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ（収益安定化）

４．中長期戦略

事業再編

・橋梁事業の分社化

・廃棄物処理事業の分社化

・TMP*事業の譲渡

・小規模事業の再編

＊ TMP : ﾀｰﾎﾞ分子ﾎﾟﾝﾌﾟ（島津製作所へ譲渡）

（2）事業構造改革
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事業体質の強化

製品事業　（縦串） 総合力　（横串）

商談入口管理と

工事出口管理の支援

経営管理支援

スタッフの集約

リスク管理強化

・顧客/地域特性に

 対応するEPC,O&M

・債権回収

事業運営体制の強化

低ｺｽﾄ化

品質安定

（製品＋業務）

共通ﾗｲﾝ業務の集約

（IT・土建他）

革

新

活

動

も

の

づ

く

り　　・事業を熟知した

　経営層による海外の

　　専業会社に劣らぬ

　　 スピーディーな

　　　　事業運営

　 ・スリムな組織体制

　　　　　　  ↑

　　   　ライン業務

　 　　　要員主体

+

業

務

の

集

約

ス

リ

ム

な

体

制

グローバル事業展開の強化

４．中長期戦略 （3）最適事業運営体制のコンセプト
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・世界で競争できる成熟製品事業と伸長分野・次世代製品事業に絞り込み、

分散（多角化）による事業グループ全体の安定性は確保

・国内、東アジア等の従来市場での収益確保と新興国市場等の事業拡大を通じて、

成熟製品事業の残存者利益最大化が可能

状況判断

戦 略

・最適事業運営体制（※）の構築による『高収益化とその定着』及び『事業規模の拡大』

（※）個別製品事業の強化及びグローバル展開を促進すると共に、

多角化経営のメリット（安定性、幅広い技術対応力や情報網）を保持する体制

４．中長期戦略 （4）機械・鉄構事業の全体戦略
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台湾新幹線

ドバイLRT

納入プラントの分布状況

（H20海外売上比率）（納入実績）

コンプレッサ （93%）約3600台

製鉄機械 （86%）約2200プラント

交通システム （84%）23プラント

排脱／CO2回収 （76%）213プラント

石油・ガス／石油化学 （95%）288プラント

４．中長期戦略 （5）グローバル事業展開 （1/2）
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環境・化学プラント

交通・先端機器

機械

ADVATECH社

（URS社との合弁）

三菱日立USA

GFG（塗装機）

（三菱日立70％）

上海三菱日立

宝菱重工(合弁）

宝菱工程(合弁）

ﾛﾝﾄﾞﾝ （ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ）

ＣＭＳ社（交通ｼｽﾃﾑ）

ﾋｭｰｽﾄﾝ（ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ）

ﾀｲﾔ機械事業部

機鉄製品共通

海外事業拠点の拡大

欧州拠点
（北ｱﾌﾘｶ対応

含め検討中）

中東拠点化
（検討中）

製鉄機械の

中国土着化

ｻﾝﾊﾟｳﾛ（三菱日立）
(段階的拡大）

三菱日立ｲﾝﾄﾞ
(設立準備中）

化学・コンプレッサ他

横浜神戸広島 三原

品川

ﾀｲﾔ機械
中国拠点

（準備中）

国内拠点

４．中長期戦略 （5）グローバル事業展開 （2/2）
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〔化学プラントの事業強化〕

・肥料プラントへの注力

（人口増⇒食料増産⇒効率的肥料生産）

プラント大型化＝対応可能EPCｻﾌﾟﾗｲﾔ減少

(当社、独/ｳｰﾃﾞ社、伊/ｻｲﾍﾟﾝ社)

・メタノールプラントへの注力

（新興国発展⇒工業素材としての需要増）

（代替燃料等の素材としてのポテンシャル）

⇒三菱ガス化学(プロセスオーナ)との協業

・肥料プラント事業の高付加価値化

⇒操業・保守ﾉｳﾊｳの蓄積（中東向ﾌﾟﾗﾝﾄへの出資）

・メタノールプラント事業の競争力強化

⇒合成ガス技術のさらなる差別化

〔環境プラントの事業強化〕

大気環境ビジネスの伸長

・排煙脱硫／集塵設備

⇒石炭火力の多い国（北米、中国他）に適したﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

⇒技術差別化（水銀対応力他）＋ｺｽﾄ競争力（MD他）

・CO2回収／EOR
⇒肥料ﾌﾟﾗﾝﾄ（尿素増産）向け拡販

⇒石炭火力向け大型実証ﾌﾟﾗﾝﾄ

（米SoCo向け他）

廃棄物処理他の中小型ﾌﾟﾗﾝﾄEPC事業

・EPC取り纏め能力の統合と強化

（人材有効活用）

・ｺｱ設備及びｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄの競争力強化

５．製品事業別の戦略 （1）環境・化学
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通常のＥＰＣ

又はＥＰＣｍ

東南ｱｼﾞｱ

（除く中国）

中東、中南米、

アフリカ

ＥＰ＋ＳＶ

又はＥＰＣｍ

コンソーシアム
（又はサブコン）

欧州、露、

中央ｱｼﾞｱ

当社単独での

ﾌﾟﾗﾝﾄ供給

＋

信頼できる

土建業者との

コンソーシアム

国内

ＥＰ＋ＳＶアライアンス中国

ｺｽﾄﾌﾟﾗｽＥＰＣ

又はＥＰ＋ＳＶ

合弁会社
（米国建設ｴﾝｼﾞ会社）

北米

契約形態他ビジネスモデル地 域

〔環境・化学ﾌﾟﾗﾝﾄのﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ〕

（注） EPC :Engineering Procurement Construction
EPCm :Engineering Procurement Construction Management
SV :Supervisor 

メタノールプラント肥料・アンモニアプラント

肥料
メタノール

排煙脱硫

CO2回収

納入プラントの分布状況

その他石化

５．製品事業別の戦略 （1）環境・化学
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〔交通システム事業の強化〕

ベースロード製品の強化

・ブレーキ（空制装置）

⇒MD化/設備改善他によるｺｽﾄ低減と販路拡大

・料金システム（ITS）

⇒ 技術開発の加速

中小型交通ｼｽﾃﾑ（APM／LRT)の強化

・EPC能力の強化

⇒市場別の対応力強化（東南ｱｼﾞｱ、中東：自社、北米：協業）

⇒PM能力と軌道工事力による差別化

・制御システム対応力の強化

⇒ 交通と料金ｼｽﾃﾑの制御技術・要員を融合し、

自社製作分を増加（付加価値＋品質アップ）

事業収益性の安定

＋
２強（ﾎﾞﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｱ、ｼｰﾒﾝｽ）

にｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ

ETC車載器

ブレーキ

O&M事業の拡大の強化

・北米

⇒ｸﾘｽﾀﾙﾑｰﾊﾞｰｻｰﾋﾞｽ(CMS)社
（ﾏｲｱﾐ本社＋ｱﾄﾗﾝﾀ、ﾜｼﾝﾄﾝ）

・東南アジア

⇒ﾌｨﾘﾋﾟﾝ及びｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの納入ﾌﾟﾗﾝﾄ

ｻｰﾋﾞｽ全般（現地にｻｰﾋﾞｽ法人設立済）

５．製品事業別の戦略 （2）交通・先端機器
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〔大規模プロジェクトへの取組み〕

中東

［ﾄﾞﾊﾞｲ］ ﾍﾞﾄﾅﾑ

（新幹線、地下鉄）

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ新幹線

2009 2010 2012 2014 2016～

他社に無い

対応力の確立

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ

米国

ﾍﾞﾄﾅﾑ

ｲﾝﾄﾞ

ｲﾝﾄﾞ

国・地域別EPC対応力

・中東、ベトナム：化学プラント主体

・イ ン ド ：化学プラント + 製鉄機械

・ブラジル ：製鉄機械 + 化学プラント

対応力の強化と保持

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理集団の効果的保持

⇒環境・化学ﾌﾟﾗﾝﾄ及び製鉄機械のPM集団

を有事動員する体制の確立

・土建ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

⇒要員を集約し、IT促進とレベルアップ

ドバイメトロ 台湾新幹線

米国高速鉄道

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

５．製品事業別の戦略 （2）交通・先端機器
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世界粗鋼生産量推移と競合メーカ数

当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ（三菱日立製鉄機械他）の受注高

2010 20152000 2005

世界粗鋼生産量

競合メーカ数

13.4億ﾄﾝ

2000 2005 2010 2015

〔事業の現状と中長期戦略〕 鉄鋼新主要国への対応強化

■中国（現状4～5億ﾄﾝ/年：日本の約4倍）

・近代化(老朽設備廃棄・大型化・高品質化）と

設備国産化を国家戦略として推進

⇒土着化（三菱日立・中国法人及び宝菱合弁）

■ｲﾝﾄﾞ(現状0.4～0.5億ﾄﾝ/年⇒将来2～3億ﾄﾝ/年)

・欧州勢ｼｪｱを浸蝕(ｼﾞﾝﾀﾞｰﾙ、ﾀﾀの実績を拠に）

・ｻｰﾋﾞｽ拠点の設立(2010年目標に準備中）

■ﾌﾞﾗｼﾞﾙ（現状0.3億ﾄﾝ/年⇒将来1億ﾄﾝ/年）

・鉄鉱石資源の高付加価値化（製鉄所増強）

・ウジミナス等の既納顧客へのサービス強化

日・韓・台及び欧米への対応

・省ｴﾈ化改造技術の差別化

・超高品質技術への対応強化

三菱日立

宝菱重工（中国）

５．製品事業別の戦略 （3）機械 （製鉄機械）
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当社のシェア

2015

世界需要と受注高

2000 2005 2010

C社

MHI B社

A社

その他

E社

D社

D社

C社 B社

A社

その他
MHI

E社

H18年度実績 H24年度目標

受注高

世界需要

世界シェア トップ３への挑戦

■エチレン・肥料分野での優位性維持
・ﾕｰﾛ安（欧州競合先）への対応力強化

⇒MD*化、SCM**強化によるｺｽﾄ低減

■天然ｶﾞｽ輸送分野でのシェア拡大
・ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ用ｺﾝﾌﾟﾚｯｻの拡販

⇒ﾛｼｱ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場へ注力

・LNG分野の拡販

⇒ 中小型LNG向け冷凍ｺﾝﾌﾟﾚｯｻへ進出

■石炭燃料、CO２回収・貯留分野での拡販
・空気分離用およびCO2ｺﾝﾌﾟﾚｯｻの拡販

⇒ 欧米ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社への拡販活動強化

ｺｽﾄ競争力の強化(MD、SCM他)

■欧州競合先の専業経営への対抗
・組織のスリム化・事業活動（判断）の迅速化など

＊MD： ﾓｼﾞｭﾗｰﾃﾞｻﾞｲﾝ ＊＊SCM ：ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

５．製品事業別の戦略 （3）機械 （コンプレッサ）
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〔運搬機〕

・製鉄物流市場の上位シェア維持
(大型ﾚｰﾄﾞﾙｸﾚｰﾝ＋ｺｲﾗ搬送ｼｽﾃﾑ)

・差別化技術の強化
(全自動港湾ﾀｰﾐﾅﾙ他)

・ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽを含む事業全体の

高付加価値化

・ｱﾗｲｱﾝｽによる事業多角化

製鉄用ﾚｰﾄﾞﾙｸﾚｰﾝ

次世代港湾ｸﾚｰﾝ

〔ﾀｲﾔ機械〕

・加硫機ﾋﾞｼﾞﾈｽ世界ﾄｯﾌﾟｼｪｱの維持

⇒日・米・欧３極体制から、中国を最大

市場とした最適事業体制へ

⇒差別化技術の強化（加圧ﾚｽ加硫他）
ﾄﾗｯｸ･ﾊﾞｽﾀｲﾔ用加硫機 超大型ﾀｲﾔ

５．製品事業別の戦略 （4）運搬機、タイヤ機械
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三菱重工鉄構ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

・橋梁事業の基盤強化
⇒需要の底固い関東圏対応(千葉新工場)
⇒ｱﾗｲｱﾝｽによる市場対応/ｺｽﾄ競争力強化

・煙突の耐震改造工事等への注力

・ｶﾞｽﾎﾙﾀﾞｰ、各種ﾀﾝｸの改造・ｻｰﾋﾞｽ強化

三菱重工ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ

・新設需要減少への対応
⇒改造提案・点検等のｻｰﾋﾞｽ

・中長期的な事業多角化

〔鉄構製品〕

新工場

火力発電所用煙突

メンテナンス・ネットワーク

５．製品事業別の戦略 （5）鉄構製品
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〔有機EL〕

2008年5月 Lumiotec㈱設立
世界初の「照明用有機EL専業会社」

当社51%、残りをローム㈱，凸版印刷等が出資

・本年秋からサンプルパネルを出荷

・市場と事業性の確認をしたうえで、

2012年度からの本格量産開始を目指す

【 特 長 】

・蛍光灯並みの明るさ

・白熱灯を超える電力効率

・1万時間の寿命を計画

合弁事業により開発を加速し、トップランナー

としての地位を国内外で確立

世界最高水準

の性能を有す

日本機械学会賞他

受賞

〔医療機器〕

2008年度より本格販売開始

⇒国内2台納入済＋海外1台据付中

・診断と治療の統合をコンセプトに開発

・正確・迅速・安全な治療提供

・差別化技術で拡販を目指す

【 特 長 】

・世界最高クラスの照射精度

・画像撮像（診断）機能と照射機能の連動による

容易な位置あわせ

・患者さんに負担をかけない機械動作

・ 技術優位性によるブランド構築

・ 動体追尾機能の提供（開発中）

・ 迅速な治療実現によるお客様（病院）収益性向上

６．新事業への取組み

4月にミラノで発表された

ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ喜多俊之氏の作品
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短期対策

・緊急対策の着実な実行

（2009年度利益の改善）

・受注の上積み

（2010以降の利益固めと上積み）

・事業構造改革の加速

（上記2項の促進）

中長期戦略

・最適事業運営体制の構築

・高収益化の定着

・グローバル展開の加速

・景気回復後の全体発展構想

・製品事業別の中長期ビジョン

と推進計画

（１０事計）

７．まとめ
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